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FISCO 今後の経営方針	



FISCO（フィスコ）のこれまでの歩みと事業内容	

フィスコは創業以来、「中立的な金融メディア」として情報配信サービスを中核に、周辺事業への展開
を行ってきました 
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94年 
（創業）	

´97〜98年 
（金融ビッグバン）	

金融情報
配信 

サービス	

周辺 
サービス	

08年 
（リーマンショック）	 現在	

法人向けリアルタイムサービス 	

アウトソーシングサービス	

ポータルサイト向けサービス	

個人投資家向けサービス（Club Fisco）	

投資助言サービス（LaQoo+）	

金融関連教育事業	

企業調査 
レポート	

旅行・通信・広告
代理事業 

ファイアウォール	

海外現地情報配信事業	

投資顧問／投資信託委託業	



FISCO（フィスコ）のこれまでの歩みと事業内容	

中核となる金融情報配信サービスで得られた戦略資産を利用して、新しいサービスを生みながら多
様な戦略資産を獲得してきました 
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アウトソーシングサービス	

ポータルサイト向けサービス	

個人投資家向けサービス（Club Fisco）	

投資助言サービス（LaQoo+）	

金融関連教育事業	

企業調査 
レポート	

ファイアウォール	

海外現地情報配信事業	

「公正・中立」という
ブランド力の確立	

迅速かつ正確な情
報の編集・配信力	

A B

情報配信の実績を活用し、 
幅広いネットワークを持つ 
金融ポータルと関係強化	

投資に関するブランド力・ 
ノウハウを関連市場に展開	

確立したブランド力や配信ネッ
トワークをてこに、企業調査レ
ポート事業を開始	

BtoCを含む	
多様な顧客への

サービスノウハウ／

ネットワーク 

上場会社数千社 
へのアクセス	

E

C

投資の知見を軸にし
た関連事業 

創出力	

D

旅行・通信・広告
代理事業 

投資顧問／投資信託委託業	



ファイアウォール	

今後の経営方針	

フィスコの中立性を維持しつつ、巨大な市場をもつ金融情報／企業情報プラットフォーマーへの転身
を図ると同時に、競争力のない周辺事業を売却／高成長事業を取込み、ポートフォリオを改善します	
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過去	 現在／未来	

競争力の無
い周辺事業
から、高い
シェアを誇る
高成長企業

にポートフォリ
オを組み替え	

過去の戦略
資産を活用
しつつ、唯一
無二の事業
を構築	

FISCOの有する戦略資産が競合に対
して競争優位にある一方、市場規模
は３０億円と小さく、獲得収益も小さい	

• マーケットサイズは３０億円 
• 競合は数社のみ 
• FISCOの有する戦略資産 

− 「公平・中立」というブランド認知 
− 迅速、かつ正確な情報の配信力 
− BtoCを含む多様な顧客への
サービスノウハウ	

FISCOの有する戦略資産を転用し、企
業調査レポート事業を展開。 
様々な付帯情報サービスをプラット
フォーム化することで市場規模は無限
大に 
• マーケットサイズは無限大 
• 競合は数社。 
• FISCOの有する戦略資産 

−上場会社数千社へのアクセス 
−プラットフォーマーとしての基盤	

戦略資産の転用性がある周辺事業へ
展開するが、競争力がない	

特定セグメントで高い市場シェアがあり、
競争力のある事業を展開	

• マーケットサイズは数千億円 
− 投資顧問・投資信託業：約4,000億 
−海外現地情報配信：約100億円 
−金融・教育事業：約100億円 

• 競合は多く、熾烈なシェアの奪い合い 
• FISCOの有する戦略資産 

− 投資の知見を軸にした関連事業創出力 

• マーケットサイズは数千億円 
− ただし特定セグメントで高いシェア 
−M2M通信モジュール 
−コンシェルジュWEB旅行代理 

• 圧倒的な競合優位 
• FISCOの有する戦略資産 

− 特異な技術力やビジネスモデル、その運
営ノウハウなど 
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注） 各マーケットサイズは一定の前提をもとにフィスコが推計したものであり、その正確性を保証するものではありません	



最近の新規事業について：企業調査レポート事業の開始	

現在は、今まで獲得した戦略資産を活用し、企業調査レポート事業を新たに立ち上げることで、 
金融情報配信事業をさらに成長させるとともに、「上場会社数千社とのダイレクトネットワーク」という
新たな戦略資産を獲得することに注力しています 
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伝統的な金融情報配信サービス	 企業調査レポート	

「公正・中立」という 
ブランド力の確立	

迅速かつ正確な情報の
編集・配信力	

Yahoo!	 Club Fisco	 ・・・	

ハブプラットフォーム／金融情報ポータル	

BtoB、BtoCネットワーク	

B社	 C社	 D社	 E社	

国内上場会社（数千社）	

A B IRレポートの作成を手がけ、 
直接企業のIR活動をサポート	

現在のコア戦略資産	

現在獲得しつつある資産	

上場会社数千社への
アクセス	

E

金融情報を 
投資家向けに配信	

Bloomberg	 A社	

BtoCを含む多様な顧客への 
サービスノウハウ／ネットワーク 

C



最近の新規事業について：企業調査レポート事業の開始	

企業調査レポート事業を通じて、上場企業とのダイレクトネットワークができることで、IRを超えた企
業の「ニーズ／悩み」を獲得し、この情報をフィスコの収益事業の成長に活用します 
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・・・	B社	 C社	 D社	 E社	

国内上場会社（数千社）	

現在獲得しつつある資産	

上場会社数千社への
アクセス	

E

A社	

金融情報配信	

直接コンタクト	

企業調査レポート	

企業情報を集約し、 
プラットフォーム化 

収益事業
A	

収益事業
B	

ニーズに対して、自社の他サービスを提供 

（例）PR・クリエイティブ、企業研修旅行	

収益事業	

・・・	

競争力のある収益事業を社内に取り込
むことで、既存の企業情報プラットフォー
ムに新たな価値を提供	

IRを超えた 
ニーズを 
獲得 

＋ 

顧客企業への確認を 
行った上で、他サービス 
提供を検討 



フィスコの事業ポートフォリオ組み替えの考え方	

競争優位性の低い事業は資本の機会コストが高いため、より高いシェアを誇る高成長企業にポート
フォリオを組み替える 
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高	
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戦略資産の転用性	
高	低	

●過去の子会  
社など 

・戦略資産の転用性は高いものの、立脚
する市場でのシェアが低い競争力のない
企業については、事業ポートフォリオから
外す 

資本の機会コストが大きい事業
は入替え対象とする	

ユニークで競争優位性のある事
業へ積極的に組み替える	

・戦略資産の転用性が高いだけでなく、立
脚する市場でのシェアが高く、競争力のあ
る企業を積極的に事業ポートフォリオへ組
み替える 

●株式会社 
　NCXX ●イー旅ネット 

  グループ ●株式会社 
　DAC 


